
琵
琶
湖
に
浮
か
ぶ
奥
の
洲

　
（
所
在
地
　
湖
北
町
）

　
湖
北
町
延
勝
寺
付
近
の
琵
琶
湖
の
浅
瀬
に
見
え
る
小
島
は
、

奥
の
洲
（
お
く
の
す
）
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
ヤ
ナ
ギ
や
ヨ
シ

が
茂
り
、
琵
琶
湖
の
原
風
景
と
も
い
え
る
景
観
を
構
成
し
て
お

り
、
奥
の
洲
を
照
ら
す
夕
陽
は
夕
陽
百
選
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
奥
の
洲
周
辺
で
は
、
１
年
を
通
し
て
様
々
な
水
鳥
を
観
察
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
都
市
計
画
課（
☎
６５
–６５６２

）

協
働
で
つ
く
る
輝
き
と
風
格
の
あ
る
ま
ち
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　北近江の寺院や仏堂に祀られている
多くの観音さま。今もなお地域の人た
ちによって守り継がれています。
　その中から代表的なものをシリーズ
で紹介しています。

北近江の
　観音さま
北近江の
　観音さま

　
如
来
や
観
音
は
、慈
悲
の
姿
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
中
、馬
頭
観
音
は

忿
怒
の
相
を
示
す
特
異
な
観
音
で
す
。
古
代
イ
ン
ド
に
お
い
て
、馬
の
神
格
化
ビ

シ
ュ
ヌ
神
が
仏
教
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
成
立
し
た
と
い
い
、頭
上
に
は
馬
頭
を
い

た
だ
い
て
悪
を
砕
く
特
異
な
姿
か
ら
、馬
頭
明
王
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

　
社
伝
に
よ
れ
ば
、西
暦
５
９
３
年
、横
山
大
明
神
が
白
馬
に
乗
っ
て
、高
時
川
上

流
木
之
本
町
杉
野
の
横
山
岳
、五
銚
子
の
滝
の
ほ
と
り
に
あ
る
杉
の
巨
木
に
降
臨

し
、夢
告
に
従
い
そ
の
大
木
で
神
像
を
彫
刻
し
、奉
安
し
た
の
が
杉
野
本
宮
横
山

神
社
の
始
ま
り
と
い
い
、そ
の
後
、高
月
町
横
山
の
地
に
分
社
勧
請
し
て
、本
地
馬

頭
観
音
像
を
遷
座
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
像
は
、怒
り
の
相
を
と
り
な
が
ら
穏
や
か
な
表
情
、下
半
身
を
紡
垂
形
に

ま
と
め
る
形
姿
、浅
く
穏
や
か
で
簡
素
に
整
理
さ
れ
左
右
対
称
的
な
衣
文
、ほ
と

ん
ど
動
勢
を
見
せ
ず
静
か
に
直
立
す
る
点
な
ど
に
特
色
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
静

か
で
穏
や
か
な
作
風
か
ら
、平
安
時

代
も
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
初
期
に

か
け
て
の
作
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

湖
北
地
方
の
信
仰
文
化
や
神
仏
習

合
の
歴
史
等
を
考
え
る
上
で
、興
味

深
い
信
仰
遺
産
と
い
え
ま
す
。

市
指
定
文
化
財

木
造
馬
頭
観
音
立
像（
横
山
神
社
）

・
指
定
日
：
平
成
５
年
５
月
１
日

・
所
在
地
：
高
月
町
横
山

　
　
　
　
　
（
高
月
観
音
の
里
歴
史
民
俗
資
料
館
寄
託
）　

問
高
月
観
音
の
里
歴
史
民
俗
資
料
館

 　
（
☎
８
５–

２
２
７
３
）

シリーズ⑮

　
夏
休
み
期
間
中
は
、事
故
の
少
な
い
時
期
と
比
較
す
る
と
、1.7
倍
の
交
通
事
故
が
発
生

し
て
い
ま
す
。（
昨
年
１
月
36
件
に
対
し
、７・８
月
平
均
61
件
）

　
い
つ
も
以
上
に
、交
通
安
全
に
気
を
配
り
ま
し
ょ
う
。

①
交
差
点
で
は「
止
ま
る・見
る・待
つ
」を

　
自
動
車
運
転
中・
自
転
車
乗
車
中・
歩
行
中
等
、ど
ん
な
時
で

も
安
全
確
認
を
確
実
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
子
ど
も
の
飛
び
出
し
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

　
夏
休
み
に
は
自
宅
周
辺
で
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
が
増
え
ま
す
。

住
宅
地
や
見
通
し
の
悪
い
道
路
を
走
行
す
る
時
は
、子
ど
も
の

飛
び
出
し
に
注
意
を
払
い
ま
し
ょ
う
。

③
横
断
歩
道
を
わ
た
り
ま
し
ょ
う

　
危
険
な
斜
め
横
断
を
や
め
、事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。
な
お
、横
断
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
す
の
で
、歩

行
者
が
多
い
と
き
は
自
転
車
を
押
し
て
渡
り
ま
し
ょ
う
。

平成25年の交通事故発生状況（６月末）
人身事故発生件数�286件（＋18件）
死者� ２人 （±0人）
傷者� 385人（＋40人）

（前年比）

行
政
information

問
市
民
協
働
推
進
課（
☎
６
５–

８
７
２
２
）

長
浜・木
之
本
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

夏
休
み
中
の
交
通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う

YANAGIMANの
サマーミュージックスクール ＆
ご当地ユニットオーディション

申込方法等、詳しくは専用ページをご覧ください。
市ホームページ http://www.city.nagahama.shiga.jp のバナーをクリック

問 長浜市ご当地ユニット実行委員会事務局〈北部振興局地域振興課〉
☎８２－５９００　 ８２－３９５６　 Eメール hokubu-chiiki@city.nagahama.lg.jp

　「音楽の力で長浜を元気に！」を合言葉に音楽プロ
デューサー YANAGIMANと豪華講師陣によるサ
マーミュージックスクールを今年も開校！終了後
は、「ご当地音楽ユニットオーディション」を開催し
ます。
　大好きな長浜を盛り上げたい！歌や踊りが大好
き！そんな皆さんの応募をお待ちしています。

豪華ゲスト講師陣による熱いレッスン！
UKAI（ダンサー）、Ring（元Vo Vo Tau　ボーカル）、TAKAHIRO（ダンサー）、鶴久政治（元チェッカーズ）、
金ヶ江悦子（2010ミスインターナショナル日本代表）

LINK MUSIC CLUB In 長浜 2013

　音楽プロデューサー YANAGIMANをはじめ豪華講
師陣によるレッスン等を受けることができます。

【と　き】	８月22日（木）～８月24日（土） （２泊３日）
【ところ】	木之本スティックホール（木之本町木之本）
	 宿泊…ウッディパル余呉（余呉町中之郷）

【参加費】	30,000円（宿泊・食事代込）
【対　象】	�10歳～ 23歳の歌やダンスが好きな人、興味のある

人（性別は問いません。初心者大歓迎）
【定　員】	50人（先着順）
【募集期間】 ８月16日（金）まで
※�ご当地ユニットオーディションの参加者は、一次審査（書類選考）を免

除し、スクール終了後、二次審査（実技・自己PR）を行います。

音楽ユニットオーディション

　長浜を盛り上げてくれるご当地音楽ユニットを発掘
するためのオーディションです。
　市のご当地音楽ユニットとして、商工会、観光協会等
の各種PRイベント等に出演していただきます。継続し
てYANAGIMANのレッスンも受けられます。

【と　き】	８月24日（土）サマーミュージックスクール終了後
【ところ】	木之本スティックホール（木之本町木之本）
【対　象】	�長浜が大好きで、長浜を盛り上げたいと思う10歳

～ 23歳の人（性別は問いません）
【募集期限】 ８月９日（金）消印有効
【選　考】	第一次審査（書類選考）→
	 第二次審査（実技・自己PR）→最終審査（実技）

↓
昨
年
の
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
の
様
子

ご当地ユニ
ット

デビュー！

６月10日（月）交通安全教室で、スタントマンが交通
事故を再現。恐ろしさを改めて感じました。

困ります！放置自転車
長浜駅前で放置自転車の撤去と

防止啓発を行います
【期間】 ８月18日（日）～８月24日（土）
【場所】 長浜駅前周辺の自転車放置禁止区域

　放置自転車は、歩行者の安全な通行の妨
げになるほか、緊急車両の通行の障害とな
り、大変危険です。
　また、観光客が最初に降り立つ長浜駅前
は、市の顔と言える場所です。
　自転車は決められた場所に駐輪し、駅前
をきれいな状態に保ちましょう。
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行
政
information

行
政
information

行
政
information

行
政
information

行
政
information

広
告
入
り
窓
口
用
封
筒
の

無
償
提
供
者
を
募
集
し
ま
す

基
本
構
想
に
基
づ
く
中
期
的
計
画（
案
）

へ
の
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す

運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
者
に

住
基
カ
ー
ド
を
無
料
交
付
し
ま
す

長
浜
市
多
文
化
共
生・国
際
化
の
ま
ち
づ
く
り

円
卓
会
議
の
市
民
委
員
を
募
集
し
ま
す

市
公
共
施
設
の
指
定
管
理
者

を
募
集
し
て
い
ま
す

問
市
民
課（
☎
６
５–

６
５
１
１
）

問
企
画
政
策
課（
☎
６
５–

６
５
０
５
）

問
市
民
課（
☎
６
５–

６
５
１
１
）

問
市
民
協
働
推
進
課（
☎
６
５–

８
７
１
１
）

問
人
事
課
経
営
企
画
室（
☎
６
５–

６
７
０
２
）

　

来
庁
者
が
市
役
所
窓
口
で
交
付
を
受
け
た
証
明
書
等

を
入
れ
て
持
ち
帰
る
た
め
の
封
筒（
窓
口
用
封
筒
）を
無

償
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

【
無
償
提
供
い
た
だ
く
も
の
】

　
広
告
入
り
窓
口
用
封
筒

○
規
格
お
よ
び
使
用
予
定
枚
数（
１
年
間
あ
た
り
）

　
・
角
形
２
号（
Ａ
４
版
用
）４
万
枚

　
・
角
形
６
号（
Ａ
５
版
用
）４
万
枚

　
※
枚
数
は
必
要
に
応
じ
て
増
減
で
き
る
も
の
と
し
ま
す
。

○
広
告
掲
載
範
囲

　
封
筒
の
面
積
の
35
％
以
内

　
※
そ
の
他
は
、市
の
記
載
部
分
と
し
ま
す
。

【
設�

置
場
所
】　

市
民
課
、税
務
課
、保
険
医
療
課
な
ら
び

に
北
部
振
興
局・各
支
所
福
祉
生
活
課　
等

【
設
置
期
間
】　
平
成
25
年
12
月
１
日
か
ら
３
年
間

　
市
で
は
、市
全
体
の
施
策
の
達
成
状
況
を
横
断

的
、総
括
的
に
把
握
し
、継
続
性
の
あ
る
施
策
の

展
開
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、「
長
浜
市
基
本
構

想（
Ｈ
23
年
９
月
改
定
）」に
基
づ
く
中
期
的
計
画

の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、計
画
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の

で
、市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
広
く
意
見
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

【
募
集
期
間
】 

８
月
２
日（
金
）ま
で 

【
閲
覧
場
所
】 

企
画
政
策
課〈
本
館
３
階
〉、市
政

情
報
コ
ー
ナ
ー
〈
本
館
１
階
、北
部
振
興
局
、各

支
所
〉ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w

w
.city.nagaham

a.shiga.jp

）

【
提
出
方
法
】 

任
意
の
様
式
に
住
所・氏
名・電
話

番
号
を
明
記
し
、直
接
持
参・
郵
送・
Ｆ
Ａ
Ｘ・
Ｅ

メ
ー
ル
の
い
ず
れ

か
で
下
記
ま
で

　

自
動
車
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
し
た
人
に
バ
ス
回

数
券
等
を
交
付
し
て
い
る
の
に
加
え
、新
た
に
写
真
入
り

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
住
基
カ
ー
ド
）の
無
料
交
付
も

行
い
ま
す
。

　
住
基
カ
ー
ド
は
公
的
な
身
分
証
明
書
と
な
る
ほ
か
、住

民
票
等
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
や
商
店
街
ポ
イ
ン
ト

サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
ま
す
。

　
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
す
る
人
は
、ぜ
ひ
申
請
く
だ

さ
い
。①

運
転
免
許
証
を
返
納

【
返
納
先
】長
浜
警
察
署（
長
浜・旧
東
浅
井
地
域
の
人
）

　
　
　
　
木
之
本
警
察
署（
旧
伊
香
地
域
の
人
）

→�「
運
転
免
許
取
消
通
知
書
」ま
た
は「
運
転
経
歴
証
明
書
」

を
受
取
る
。

�

②
回
数
券
を
申
請
し
ま
す（
返
納
か
ら
６
か
月
以
内
）

【
申�

請
先
】　
都
市
計
画
課〈
東
別
館
５
階
〉ま
た
は
北
部

振
興
局・各
支
所
地
域
振
興
課（
浅
井・び
わ
を
除
く
）

【
持
ち
物
】　
①
で
受
け
取
っ
た
書
類
と
印
鑑

→�

バ
ス
も
し
く
は
乗
合
タ
ク
シ
ー
回
数
券（
２
，０
０
０
円

分
）と
住
基
カ
ー
ド
の
申
請
に
必
要
な
書
類
を
受
取
る
。

�

③
住
基
カ
ー
ド
を
申
請
し
ま
す（
原
則
、交
付
は
後
日
）

【
申�

請
先
】　
市
民
課〈
本
館
１
階
〉ま
た
は
北
部
振
興
局・

各
支
所
福
祉
生
活
課

【
持
ち
物
】　
②
で
受
け
取
っ
た
書
類

※
詳
し
く
は
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

市
内
に
住
む
外
国
人
市
民
は
約
３
，０
０
０
人
。
定
住
を
選
ぶ
人
も

増
加
し
て
い
ま
す
。

　

外
国
人
市
民
が
日
本
人
市
民
と
と
も
に
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
よ

う
、日
常
生
活
に
か
か
る
施
策
な
ど
に
つ
い
て
、外
国
人
市
民
と
日
本
人

市
民
が「
や
さ
し
い
日
本
語
」で
話
し
合
う「
円
卓
会
議
」の
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

【
応
募
資
格
】 

次
の
①
②
の
い
ず

れ
か
に
該
当
し
、か
つ
多
文
化
共

生
活
動
に
関
心
が
高
く
、年
２
回

程
度
の
会
議
に
出
席
で
き
る
人

①�
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
、在
学

の
16
歳
以
上
の
人

②�

多
様
な
外
国
人
市
民
の
意
見
を

反
映
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
認

め
ら
れ
る
人

※�

な
お
、外
国
人
市
民
は
日
常
会

話
程
度
の
日
本
語
が
話
せ
る
人

【
募
集
人
数
】 

外
国
人
市
民
、日
本

人
市
民
そ
れ
ぞ
れ
６
人
程
度（
選

考
時
に
は
、応
募
書
類
の
意
見
を

重
視
す
る
ほ
か
、地
域
バ
ラ
ン
ス

等
を
参
考
に
し
ま
す
）

【
活
動
内
容
】 

年
２
回
程
度
開
催

す
る
会
議
へ
の
出
席

【
任
期
】 

入
会
日（
８
月
予
定
）か

ら
１
年

【
応
募
方
法
】 

応
募
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、直
接
持
参・
郵

送・Ｆ
Ａ
Ｘ・Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ

か
で
左
記
ま
で

【
応
募
締
切
】 

８
月
２
日（
金
）必
着

　

左
記
の
施
設
の
指
定
管
理
者
と
し
て
、平
成
26

年
１
月
か
ら
施
設
の
管
理
運
営
を
し
て
い
た
だ
け

る
法
人
や
団
体
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
募
集
す
る
施
設
の
名
称
】

　
多
文
化
共
生・国
際
文
化
交
流
ハ
ウ
ス（
神
照
町
）

【
指
定
管
理
予
定
期
間
】

　
４
年
３
か
月
間

　
（
平
成
26
年
１
月
１
日
～
平
成
30
年
３
月
31
日
）

【
申
請
書
類
提
出
期
間
】

　
７
月
25
日（
木
）～
７
月
31
日（
水
）

※�

指
定
管
理
者
制
度
…
民
間
の
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど

を
含
め
、法
人
や
団
体（
個
人
は
不
可
）で
あ
れ
ば
、

市
に
代
わ
っ
て
公
共
施
設
の
管
理
運
営
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
制
度
。
民
間
の
専
門
性
や
ノ
ウ
ハ
ウ

を
活
か
す
こ
と
で
、市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
経
費

の
削
減
な
ど
を
図
り
ま
す
。

　
申
請
書・同
意
書
提
出
先　

　
必
要
書
類
を
市
民
課〈
本
館
１
階
〉ま
で
直
接
ま
た
は
郵

送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
応
募
資
格
や
提
出
書
類
な
ど
詳
細
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
る
募
集
要
項
、申
込
書
お
よ
び
要
綱
等
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

【
受
付
期
間
】　
７
月
16
日（
火
）～
７
月
25
日（
木
）

　
　
　
　
　
　
受
付
時
間
は
８
時
30
分
～
17
時
15
分

　
　
　
　
　
　
※
郵
送
の
場
合
は
、７
月
25
日（
木
）必
着

　提出・問合せ先　
企画政策課
〒526-8501高田町12番34号
☎６５－６５０５

６３－４１１１
Eメール kikaku@city.nagahama.lg.jp

　応募・問合せ先　

市民協働推進課国際化グループ〈本館２階〉
〒526-8501高田町12番34号
☎６５－８７１１　 ６４－０３９６
Eメール kyoudou@city.nagahama.lg.jp
※�応募用紙は市民協働推進課および北部振興局・各支所

地域振興課にあります。また市ホームページからダウ
ンロードすることもできます。

　提出・問合せ先　

市民協働推進課国際化グループ
〈本館２階〉
（☎６５－８７１１）

※�募集要項等は上記で配布してい
ます。

　�申請書類の記入方法等、詳細は
募集要項を確認ください。

　�また、市ホームページにも掲載
しています。

──────　申 請 の 流 れ ──────

　
水
稲
病
害
虫
防
除
を
左
表
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。
期

間
中
は
早
朝
か
ら
広
範
囲
に
農
薬
を
散
布
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、適
期
防
除・天
候
不
順
ま
た
は
町
内
の
事
情
に

よ
り
実
施
予
定
日
以
外
に
散
布
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

行
政
information

水
稲
病
害
虫
一
斉
防
除
の

実
施
に
つ
い
て

問
農
政
課（
☎
６
５–

６
５
２
２
）

散布方法 散布基準日 問合せ

長浜地域 集落・個人による散布 ７月21日（日）・
８月４日（日）

農政課（☎６５－６５２２）
レーク伊吹農協 経済センター

（☎６３－２１０１）

浅井地域 無人ヘリコプター
による散布

８月６日（火）
～８月９日（金）

北びわこ農協 浅井・虎姫営農経済センター
（☎７４－０００２）

びわ地域
無人ヘリコプター
による散布

８月６日（火）
～８月８日（木）

農政課（☎６５－６５２２）
北びわこ農協 びわ営農経済センター

（☎７２－４４８２）集落・個人による散布 出穂後10日前後

湖北地域
無人ヘリコプター
による散布

８月３日（土）
～８月７日（水） 北びわこ農協 湖北営農経済センター

（☎７８－００１２）
集落・個人による散布 出穂後10日前後

高月地域
無人ヘリコプター
による散布

８月３日（土）
～８月５日（月） 北びわこ農協 高月営農経済センター

（☎８５－３６００）
集落・個人による散布 出穂後10日前後

※散布時間帯は５時～ 11時です。（長浜地域は５時～７時）
※表にない地域は個人・集落によって決められています。
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行
政
information

臨床工学技士を募集します（市立湖北病院）
問 市立湖北病院管理課（☎８２－６１４３）

受
験
申
込
書
の
請
求
は
次
ま
で
。

【
受
験
申
込
書
配
布・申
込
窓
口
】

市
立
湖
北
病
院
事
務
局
管
理
課
内

長
浜
市
病
院
事
業
職
員
選
考
委
員
会

（
〒
５
２
９–

０
４
９
３
木
之
本
町

黒
田
１
２
２
１
番
地
）

【
郵
送
で
請
求
す
る
場
合
】

　

封
筒
の
表
に『
臨
床
工
学
技
士
職

受
験
申
込
書
請
求
』と
朱
書
き
し
、返

信
用
封
筒（
角
型
２
号・
１
２
０
円
切

手
を
貼
付
し
て
宛
先・
郵
便
番
号
明

記
）を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

職 種 臨床工学技士
採用予定人数 ２人
採用予定日 平成26年4月1日

受 験 資 格

昭和53年４月２日以降に生まれ、臨床工学技士法（昭和
62年法律第60号）による臨床工学技士有資格者または平
成26年７月末日までに同資格取得見込みの人で、市内ま
たは近接地に居住でき、夜間等の緊急呼び出しに容易に
応じられる人

試 験 日 10月26日（土）
試 験 会 場 市立湖北病院
申 込 期 限 10月18日（金）まで

行
政
information

行
政
information

行
政
information

行
政
information

夏
休
み
リ
サ
イ
ク
ル
工
作

コ
ン
テ
ス
ト

市
立
長
浜
病
院

緩
和
ケ
ア
講
演
会

防
犯
功
労
者
表
彰
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た

暴
力
団
に
か
か
わ
る

「
巡
回
相
談
所
」を
開
設
し
ま
す

問
環
境
保
全
課（
☎
６
５–

６
５
１
３
）

問
市
立
長
浜
病
院 

地
域
医
療
が
ん
対
策
推
進
事
務
室

（
☎
６
８–

２
３
５
４〈
直
通
〉）

問
市
民
協
働
推
進
課（
☎
６
５–

８
７
２
２
）

問
（
公
財
）滋
賀
県
暴
力
団
追
放
推
進
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
７
７–

５
２
５–

８
９
３
０
）

　

こ
の
た
び
、難
波
義
樹

さ
ん（
平
方
町
）が「
近
畿

管
区
警
察
局
長・
近
畿
防

犯
協
会
連
絡
協
議
会
会
長

連
名
表
彰
」を
受
け
ら
れ

ま
し
た
。

　

難
波
さ
ん
は
、平
成
10
年
４
月
に
広
域
自
主
防
犯
組

織「
六
荘
地
区
防
犯
推
進
委
員
会
」を
結
成
。
以
後
、長

き
に
わ
た
り
地
域
の
防
犯
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、平
成
14
年
４
月
か
ら
は
、六
荘
連
合
の
推
薦
を

受
け
、長
浜
市
防
犯
自
治
会
の
暴
力
対
策
部
会
員
と
し

て
、犯
罪
抑
止
啓
発
活
動
や
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
等
に
積

極
的
に
参
加
し
、犯
罪
の
撲
滅
に
努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
暴
力
団
に
か
か
わ
る
交
通
事
故
示
談
、債
権
取
立
て
、不
動

産
な
ど
の
売
買
、家
屋
の
賃
貸
な
ど
の
民
事
問
題
、そ
の
他
因

縁
を
つ
け
て
の
金
品
の
要
求
な
ど
に
つ
い
て
、専
門
の
相
談

員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

【
と
　
き
】 

７
月
25
日（
木
）13
時
～
16
時

【
と
こ
ろ
】 

長
浜
公
民
館（
高
田
町
）

【
対
象
】 

市
内
の
小
学
生

【
部
門
】 

低
学
年・中
学
年・高
学
年
の
３
部
門

【
規
定
】
・
縦
50
㎝
×
横
50
㎝
×
高
さ
50
㎝
以
内

　
　
　

 

・
一
人
一
点
ま
で（
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
）

　
　
　

 

・�

紙
パ
ッ
ク
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、食
品
ト
レ
イ
の

い
ず
れ
か
を
使
う
こ
と

　
　
　

 

・
グ
ル
ー
プ
で
の
参
加
も
で
き
ま
す

【
応
募
期
間
】 

８
月
26
日（
月
）～
９
月
２
日（
月
）

【
応
募
方
法
】 �

応
募
用
紙
に
作
品
の
写
真
を
貼
り
、小
学

校
を
通
し
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

応
募
用
紙
は
、各
小
学
校
、環
境
保
全
課〈
本
館
２
階
〉、北
部
振

興
局・各
支
所
福
祉
生
活
課
、各
公
民
館
で
入
手
で
き
ま
す
。

　

抗
が
ん
剤
な
ど
の
副
作
用
に
よ
る
口
腔
内
ト
ラ
ブ
ル

を
防
ぎ
、や
わ
ら
げ
る
た
め
の
講
座
で
す
。

【
と
　
き
】 

７
月
30
日（
火
）17
時
30
分
～

【
と
こ
ろ
】 

市
立
長
浜
病
院 

本
館
２
階
講
堂

【
テ
ー
マ
】 「
が
ん
治
療
時
の
口
腔
ケ
ア
と
食
事
の
工
夫
」

【
講
　
師
】 

菅　
雄
祐（
歯
科・口
腔
外
科　
副
医
長
）

　
　
　
　

 

長
谷
川　
博
美（
歯
科
衛
生
士
）

【
対
　
象
】 

ど
な
た
で
も

※
参
加
費
無
料・事
前
申
込
不
要

犯罪は許さない！～安全なまち長浜～

行
政
information

行
政
information

行
政
information

大
豆・麦
の
作
付
者
に

助
成
し
ま
す

７・８
月
は「
長
浜
市
青
少
年

健
全
育
成
強
調
月
間
」

７
月
は｢
青
少
年
の
非
行・

被
害
防
止
滋
賀
県
強
調
月
間｣

問
農
政
課（
☎
６
５–

６
５
２
２
）

問
長
浜
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
事
務
局

　

  〈
生
涯
学
習・文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
内
〉（
☎
６
５–

６
５
５
２
）

問
長
浜
青
少
年
セ
ン
タ
ー（
☎
６
５–

２
０
１
０
）

木
之
本
青
少
年
セ
ン
タ
ー（
☎
８
２–

４
７
９
８
）

　

大
豆・
麦
の
生
産
拡
大
と
品
質
向
上
の
た
め
、新
技
術

の
導
入
や
ほ
場
条
件
の
改
善
に
、新
た
に
取
り
組
む
農
業

者
等
に
助
成
し
ま
す
。

【
対
象
者
】

　
大
豆・麦
の
作
付・販
売
を
し
て
い
る
農
業
者
等
で
、新

た
に
助
成
対
象
と
な
る
取
組
み
を
実
施
す
る
人

【
対
象
資
材
】

○
大
豆
関
係
資
材　
　
　

　
・
水
分
計
の
購
入
に
対
す
る
支
援　

　
　
※
概
ね
１
ha
以
上
作
付
し
て
い
る
農
業
者
等

　
・
種
子
処
理
用
殺
虫
殺
菌
剤
の
使
用
に
対
す
る
支
援

○
麦
関
係
資
材

　
・
石
灰
資
材
の
施
用
に
対
す
る
支
援

【
助
成
率
】

　
事
業
費（
税
抜
価
格
）の
80
％
以
内（
予
算
の
範
囲
内
）

【
申
請
期
間
】

○
大
豆
関
係
資
材　
７
月
31
日（
水
）ま
で

○
麦
関
係
資
材　
　
９
月
２
日（
月
）～
９
月
20
日（
金
）

　

長
浜
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
は
、「
た
く
ま
し
く
伸

び
よ
う
伸
ば
そ
う
長
浜
の
子
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、市
内

19
地
区
の
青
少
年
育
成
会（
会
議
）と
65
の
関
係
機
関・団

体
と
連
携・
協
力
し
て
、健
全
な
青
少
年
の
育
成
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　
青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
は
、少
年
補
導
委
員
の
皆
さ
ん
や

関
係
機
関
と
連
携
協
力
を
行
い
、補
導・
啓
発
活
動
等
を

進
め
て
い
ま
す
。

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
犯
罪
か
ら
身
を
守
り
ま
し
ょ
う

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
大
変
便
利
な
も
の
で
す
が
、有
害

情
報
も
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」等
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー

ル
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
サ
イ
ト
、掲
示
板
等
を
悪
用
し
た
犯
罪
も
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

不
審
な
メ
ー
ル
へ
の
返
信
や
、ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
へ
の

安
易
な
回
答
を
避
け
、有
害
情
報
や
犯
罪
か
ら
自
分
を
守

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

②
万
引
き
は
犯
罪
で
す

　
万
引
き
は「
非
行
の
入
り
口
」と
い
わ
れ
、検
挙・補
導
さ

れ
る
少
年
の
低
年
齢
化
が
進
む
等
、極
め
て
深
刻
な
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　

青
少
年
の
非
行
を
入
口
で
食
い
止
め
、健
全
に
育
て
る

た
め
に
、「
青
少
年
が
万
引
き
を
し
な
い
、青
少
年
に
万
引

き
を
さ
せ
な
い
環
境
作
り
」を
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

す
。

　
「
万
引
き
は
犯
罪

で
あ
る
」と
諭
し
、

子
ど
も
の
持
ち
物

に
気
を
配
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　
申
請
方
法　

　
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、左
記
ま
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
申
請
先　

　
農
政
課〈
東
別
館
５
階
〉

　
北
部
振
興
局
産
業
振
興
課・各
支
所
地
域
振
興
課

　
長
浜
市
あ
い
さ
つ
運
動
の
推
進　

　
明
る
い
家
庭
づ
く
り
、心
と
心
が
通
い
合
う
学
校・
職

場・
地
域
づ
く
り
の
た
め
に「
あ
い
さ
つ
運
動
」を
推
進

し
ま
す
。

〈
あ
い
さ
つ
は
、い
つ
で
も
、ど
こ
で
も
、だ
れ
と
で
も
〉

○�

家
族
み
ん
な
で
元
気
に「
あ
い
さ
つ
」を
し
よ
う
！

○�

学
校
や
職
場
で
明
る
い「
あ
い
さ
つ
の
輪
」を
広
げ
よ
う
！

○�「
あ
い
さ
つ
」が
と
び
か
う
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
を
す
す

め
よ
う
！

①
地
域
の
子
ど
も
は
、地
域
で
守
り
育
て
る
運
動

　
・
子
ど
も
の
安
全
を
守
る
声
か
け
運
動

　
・「
滋
賀
県
民
総
あ
い
さ
つ
運
動
」の
推
進

②
環
境
浄
化・非
行
防
止
活
動
の
推
進

　
・「
愛
の
パ
ト
ロ
ー
ル
」に
よ
る
巡
回
活
動 

　
・
有
害
情
報
か
ら
青
少
年
を
守
る
活
動
の
推
進

③
豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
む
家
庭
づ
く
り
運
動
の
推
進

　
・「
家
族
ふ
れ
あ
い
サ
ン
デ
ー
」の
普
及
啓
発

　
・
明
る
い
家
庭
づ
く
り
標
語
募
集（
啓
発
活
動
）

重 点 活 動

広報ながはま　2013年７月15日　67　広報ながはま　2013年７月15日



ベスト・タンゴ！
カルロス・ルルフィ楽団公演
　ステージいっぱいに展開されるダイナミックな演奏、
ロマンチックな歌声、華麗なダンス。アルゼンチンタ
ンゴの醍醐味を余すところなく満喫してください。
【と　き】11月４日（月・祝）　15時開演（14時30分開場）
【ところ】長浜文化芸術会館（大島町）
【予�定曲目】ラ・クンパルシータ、リベルタンゴ、アディ

オス・ノニーノ、エル・チョクロ、レクエルド、パ
リのカナロ　ほか

【入場料】全席指定 4,000円
（当日も同額）

【前�売所】長浜文化芸術会館、
浅井文化ホール、リュート
プラザ、しがぎん経済文化
センター、アル・プラザ長浜、
平和堂木之本店

　  ※７月20日（土）前売開始

図書館だより
本は市内すべての図書館で予約・取り寄せできます。

新しく入った本のなかから・・・

古川　のり子/著
山川出版社

　誰でも一度は聞いたことのある「もも
たろう」や「花さかじいさん」などの昔
ばなし。子どもの頃楽しんだその不思議
な世界観も、大人になると、あれこれ疑
問や謎が…。たとえば、どうして桃太郎
のお供は、イヌ・サル・キジだったのか。
その謎を神話や民俗学などの視点から解
明していきます。
　大人のための学術的深読み昔ばなしで
す。

佐伯　一麦/著
扶桑社

　欠損感覚ー聴覚・視覚・嗅覚・脚・声
… 身体の一部を失ってからの人生の一
幕。
　宮城県に住み、自身もアスベスト禍に
あった著者が、身体の内側に思いを寄せ
て描いた連作短編集。失くして、なおあ
るものとは何か。感覚とは何か。今ある
自分の身体に思いをはせる小説です。

『光の闇』 『昔ばなし
ーあの世とこの世を結ぶ物語』 『ライオンをかくすには』

長浜図書館 ☎63 - 2122
浅井図書館 ☎74 - 3311
びわ図書館 ☎72 - 4305
虎姫図書館 ☎73 - 2335
湖北図書館 ☎78 - 1687
高月図書館 ☎85 - 4600

休館日・開館時間（●：休館日）� ※毎月最終水曜日は資料整理のため全館休館です
館名 月 火 水 木 金 土 日 祝 開館時間
長浜 ● 10時～19時（土日祝 ９時～18時）
浅井 ● ● 10時～18時
びわ ● 10時～18時（金曜日 10時～20時）
虎姫 ● ● ●

10時～18時湖北 ● ● ●
高月 ●

ヘレン・スティーヴンズ／作　
さくま　ゆみこ／訳
ブロンズ新社

　アイリスは、家の庭に逃げてきたライ
オンをかくしてあげることにしました。
でも、小さなアイリスが大きなライオン
をかくすのは大変！！　あなたならどこ
にかくす？
　本の中のライオンが大好きな『おちゃ
のじかんにきたとら』という絵本も一緒
に読んでみませんか。

本
BOOK

 長浜市立図書館 検索
◆図書館のホームページへは…

音訳ボランティア募集!!
音訳ボランティア養成講座（初級）受講者募集のお知らせ 
　通常の活字が読めない・読みにくい人に、情報を音声で伝えるのが「音訳（おんやく）」です。この講座は初心者を
対象に、音訳の基礎を専門の講師に学びます。修了者のうち希望者は、市立図書館の｢音訳ボランティア」として、
身近な生活情報や郷土資料等の録音図書制作、対面朗読などを行っていただきます。

問 �（公財）長浜文化スポーツ振興
事業団　（☎６３－７４００）

あなたの声を
役に立ててみませんか。

【日　程】	 9月3日～ 10月8日の火・木曜日
	 全10回（９月12日を除く）
	 13時30分～ 15時30分

【会　場】	 虎姫図書館  視聴覚室
【対　象】	� 市内在住で原則、全回出席できる人
	 （初心者優先・経験者は相談ください）

【定　員】	 20人（先着順）

【講　師】	 後藤 緑 氏
	 （視覚障害者生活情報センターぎふ）

【申込み】	� ８月３日（土）～８月25日（日）に電話または図書館まで
直接。（６館どこでも可能です）

※受講は無料です。詳しくは図書館まで問合せください。
※�平成24年度の講座を受講した人も申込むことができます。（内容が

異なります）

男と女のパートナーフォーラム（男女共同参画啓発講演会）

仕事も遊びも子育ても！
スーパー主夫からの
ワーク・ライフ・バランス提案
と　き 	 ９月１日 （日）

	 13時45分～	 男女共同参画推進標語表彰式
	 14時～	 山田　亮 さん 講演会 

ところ 	 長浜市民交流センター (地福寺町)
	 ★ 入場無料（要申込／定員120人）
	 ★ 託児無料（要申込／生後６か月～就学前）
	 ★ 手話通訳・要約筆記あり

【申込方法】�８月28日（水）までに①郵便番号・住所 ②氏名 ③電話番
号 ④参加人数 ⑤託児を希望される場合は、お子さんの名
前と年齢を、電話・FAX・メールのいずれかで、下記までお知
らせください。

講師　山田　亮 さん
（家事ジャーナリスト／「楽家事ゼミ」主宰）

　さまざまな職を経験しながら社会福祉の勉強
を続ける中で、働く妻を支えるため主夫となる。
長女の誕生後は、家事・育児に関する執筆活動に
加え、楽家事ゼミを主宰し、楽に家事をする方法
について情報提供や指導を行う一方、家事ジャー
ナリストとして全国で講演を行っている。

●ボランティアスタッフも募集しています！●

コース 距離 対象 スタート 参加費

ファミリー ２㎞
小学生以上

10時 800円

エンジョイ １周（７㎞） 10時55分 2,000円

チャレンジ ２周（14㎞） 高校生以上 10時45分 2,500円

参加賞：余呉湖健康マラソン記念タオル

【と　き】	 10月６日（日）雨天決行
　　　　	 ８時～受付　９時20分～開会式
【ところ】	 余呉湖観光館周辺
【申込み】	 �ランネットまたは所定の郵便振替用紙にて申

込みください。申込書用紙は市役所本庁、北部
振興局、各支所および公民館などにあります。

【申込締切】	８月21日（水）
	 ※ランネットは８月25日（日）まで受付けます。

問余呉湖健康マラソン実行委員会
　〈余呉支所地域振興課内〉　（☎８６－３２２２）

第34回余呉湖健康マラソン
参加者募集！

天 女 が つ な ぐ 家 族 の 絆

問 申 人権施策推進課（☎６５－６５６０　 ６４－０３９６
Eメール jinken@city.nagahama.lg.jp）
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ほけんだより 健康推進課
市役所東別館６階　☎65−7779

保健センター高月分室（高月支所西側）
☎85−6420

保健センター浅井分室（浅井支所内）
☎74−2446

※�予防接種・健診会場の
各センターを記号で
表示しています。

高月 浅井

長浜市では女性の胃がん死亡率が高いです

夏休みなどを利用して予防接種を受けましょう
予防接種の種類 対象年齢 受けられる期限

麻しん風しん混合２期 平成19年４月２日～平成20年４月１日生まれ 平成26年３月31日まで

日本脳炎
標準的には３歳
　※�ただし平成７年４月２日～平成19年４月１日生まれの

人は20歳までに合計４回になるように受けられます。

７歳６か月になる１日前まで
（３歳未満は要相談）

二種混合 標準的には小学６年生 11歳～13歳になる２日前まで

子宮頸がん予防
中学１年生～高校１年生の女子
　※�国からの通知により、現在予防接種について積極的にはお勧めしていません。接種に当

たっては、有効性とリスクを理解したうえで受けてください。

上記以外にもお子さんの予防接種が済んでいるか、母子手帳を確認しましょう。

　人口構成の違いを除いて死亡率を比較するための
指標を「標準化死亡比（ＳＭＲ）」といいます。この
数値が100を超えると、国の平均より死亡率が高い
とされています。
　女性の胃がんについてこの数値をみると、滋賀県
では108.2、長浜市は121.7と、有意に高いことが
わかっています。
　胃がんを予防するためには、塩分の多い食事やタ
バコ、アルコールを控えるなど日常生活に気を配る
とともに、検診などで早期発見に努めることが大切

です。
　平成23年度の市の胃がん検診を受けた女性約
1,800人のうち、２人にがんが発見され、早期治療
につながりました。
　市では、胃がん検診をはじめ
各種健診が同時に受けられる総
合健診を実施しています。市内
各地を巡回しますので、ぜひ受
診してください。詳しくは健康
推進課まで。

妊娠中・育児についての相談は……

集団予防接種 受付時間 13時～ 14時 15分　受付開始 13時までは、並んでお待ちください。

乳幼児健診 受付時間13時～14時15分　受付開始13時までは、並んでお待ちください。

離乳食教室の参加者募集 離乳食の作り方や進め方についての教室です。

個別予防接種 各医療機関で実施します。

ほけんだよりに関する問合せは、健康推進課（☎65-7779）、保健センター高月分室（☎85-6420）へ

４か月児健診、10か月児健診では、「ブックスタート」の案内をしています。
【持ち物】	各健診共通：母子健康手帳、質問票（受付時に母子手帳と質問票をお預かりします。ご準備ください）
	 ４か月児健診：バスタオル
	 １歳８か月児健診：お子さんの歯ブラシとコップ
	 ２歳８か月児健診：お子さんの歯ブラシとコップ、聴覚検査結果表
	 ３歳８か月児健診：お子さんの歯ブラシとコップ、お子さんの尿（清潔な容器に入れてお持ちください）
※�乳幼児健診はお住まいの地区別に会場を指定して実施していますが、別の会場で受診する場合は、２日前までに連絡して

ください。※通訳が必要な人は、通訳の欄に○が付いた日にお越しください。

それぞれの会場で月１回開催します。
※開催日の３日前までに申込みください。申込み後の通知はありませんので、当日は会場に直接お越しください。
【内　容】離乳食の調理見学（立ち見です）、月齢に応じた離乳食の話、保護者による試食
【持ち物】参加費（100 円）、母子健康手帳、抱っこひも等楽に見学できるもの、その他お子さんとお出かけの際に必要なもの

※相談日の２日前までに申込みください。

対象と定員 日時 会場 申込先

生後6〜8か月のお子さんと保護者
(地区の指定はありません)

定員/20組（先着順）

8月  8日（木）
10時～受付、10時30分開始 高月

健康推進課
☎65－77798月23日（金）

10時～受付、10時30分開始 六角館

対象 相談日 通訳 会場 申込先

長浜地区（北郷里小学校区以外）にお住まいの人 8月23日（金） ○ サンサン
ランド 健康推進課

☎65－7779浅井、びわ、虎姫、長浜地区（北郷里小学校区）にお住まいの人 8月  5日（月） 浅井

湖北、高月、木之本、余呉、西浅井地区にお住まいの人 8月21日（水） 高月 保健センター高月分室
☎85－6420

健診名
対象児の生年月日

　※すでに受診されたお子さん
　　は除きます

長浜・浅井・びわ・
虎姫地区のお子さん

湖北・高月・木之本・余呉・
西浅井地区のお子さん

健診日 通訳 会場 健診日 会場

４か月児健診

H25年  3月  1日～15日生 7月24日(水) ○

浅井

7月29日(月)

高月

H25年  3月16日～31日生 7月26日(金)
H25年  4月  1日～15日生 8月28日(水) ○ 8月26日(月)H25年  4月16日～30日生 8月29日(木)

10か月児健診

H24年  9月  1日～15日生 7月18日(木) ○ 7月23日(火)H24年  9月16日～30日生 7月19日(金)
H24年10月  1日～15日生 8月22日(木) ○ 8月22日(木)H24年10月16日～31日生 8月27日(火)

１歳８か月児健診 H23年12月  1日～15日生 8月20日(火) ○ 8月19日(月)H23年12月16日～31日生 8月21日(水)

２歳８か月児健診 H22年12月  1日～15日生 8月  8日(木) ○ 8月  6日(火)H22年12月16日～31日生 8月  9日(金)

３歳８か月児健診 H21年12月  1日～15日生 8月  6日(火) ○ 8月  5日(月)H21年12月16日～31日生 8月  7日(水)

連　　絡　　先 健康推進課
☎65－7779

保健センター高月分室
☎85－6420

《BCG（結核）》
【持ち物】	母子健康手帳、体温計、
	 予診票（すこやか手帳内にあります）

【定期の予防接種】ヒブ感染症、小児の肺炎球菌感染症、四種混合、
	 三種混合､ 不活化ポリオ、麻しん･風しん､ 日本脳炎、二種混合､
	 ヒトパピローマウイルス感染症（子宮頸がん予防）
【持ち物】母子健康手帳、保険証、委任状（保護者以外が同伴の場合）
※要予約（直接医療機関にご予約ください）、料金無料（年齢が対象外の人は実費）

　予防接種は、ワクチンごとに接種の間
隔・時期が定められていますので、適
切に接種できるようスケジュールを立
てましょう。
【特に留意が必要な種類】
ヒブ感染症
＜初回＞４～８週の間隔
＜追加＞初回終了後７～ 13 か月の間隔

接種年齢 接種日 通訳 会場

生後３か月から１歳になる１日前
（標準：生後５〜８か月齢）

７月22日(月) ○ 浅井

８月  2日(金) 高月

！
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市民の皆さんのサークル・団体が行う催しを掲載します。
掲載希望の人は、掲載希望号の１か月前までに市民広報室（☎６５－６５０４）までご連絡ください。情報ひろば

夏休み中のサンサンランド
利用時間案内
７月22日（月）～８月25日（日）は
○９時～12時　乳幼児（保護者同伴）
○13時～16時45分　小学生以上
の利用とします。

♦観音の里たかつき
　ふるさとまつり
巡回バス（JR高月駅発・有料）で高月
地域周辺の観音さまを一挙に拝観でき
ます。
渡岸寺観音堂（向源寺）境内では門前
市やステージイベントが行われます。
【と　き】	８月４日（日）
	 特別拝観　８時45分～17時
	 門前市　　10時～18時
【ところ】	渡岸寺観音堂（向源寺）
	 および高月町周辺
問観音の里たかつきふるさとまつり
　実行委員会事務局（☎８２－５９００）

♦お楽しみおはなし広場
人形劇サークル「ピエロ」による人形
劇、手遊びなどで、楽しい時間をすご
しましょう！
【と　き】	８月８日（木）
	 10時15分～11時15分
	 ９時50分　受付開始
【ところ】	あいあいらんど
	 （高月町柳野中）
【対　象】	１歳～就学前児と保護者
【定　員】	 50組（先着順）
【参加費】	子どものみ１人100円
【申込み】	７月18日（木）から電話また

はFAXで下記まで。
問 申あいあいらんど子育て支援センター
　（☎・FAX８５－５５７７）

講　座

♦親子クッキング教室
夏休みの思い出に親子で楽しくお料理
しましょう♪

【と　き】	８月６日（火）①９時～12時
	 ②13時～16時
【ところ】	湖北公民館（湖北町速水）
【対　象】	年長～小学生の親子
【定　員】	 16組（応募多数の場合抽選）
【参加費】	１人500円
【申込み】	７月23日（火）までに電話で

下記まで。
問湖北公民館（☎７８－１２８７）

♦シニア対象
旅館ホテルスタッフ技能講習会
【と　き】	８月26日（月）～９月６日（金）
	 土日除く10日間 13時～17時
【ところ】	大津・草津両市のホテル
	 ※講習日により会場移動
【定　員】	 20人
【対　象】	 55歳以上の県内在住者で講

習に係る就業を希望する人
（ハローワークで求職登録が
必要です）

【受講料】	無料
【申込締切】	８月９日（金）必着
【面接日程】	８月19日（月）10時～
	 連合会事務所にて
※詳しくは問合せください。
問滋賀県シルバー人材センター連合会
　（☎０７７－５２５－４１２８）

試　験

♦第２回滋賀県警察官採用試験
平成26年４月１日採用予定の警察官を
募集します。
【第１次試験日】９月22日（日）
【試験会場】
　滋賀大学教育学部（大津キャンパス）
【試験区分及び採用予定人数】
　男性Ａ（大卒程度）	 15人程度
　女性Ａ（大卒程度）	 ３人程度
　男性Ｂ（高卒程度）	 14人程度
　女性Ｂ（高卒程度）	 ３人程度
【受付期間】
　８月１日（木）～８月31日（土）

※インターネットでの申込みは８月28
日（水）まで
詳しくは滋賀県警察のホームページ

（http://www.pref.shiga. lg.jp/
police/）をご覧ください。
問滋賀県警察本部警務課採用係
　（☎０１２０－２０４－３１４）

♦海で安全に楽しく遊ぶために
○疲れているとき、飲酒したときは、
海に入らない。
○子どもからは、目を離さない。
○子どもも大人もライフジャケットを
着用しましょう。
○携帯電話は防水パック等に入れ、常
時携帯しましょう。
○海の「もしも」は118番！
問敦賀海上保安部
　（☎０７７０－２２－０１９１）

◆黒壁美術館へ行こう！
平成４年に開館した黒壁美術館が７月
21日（日）17時をもって休館します。
これまで支えていただいたことへの感
謝の意を込めて、市民の皆さんは入館
無料とします。
【期　間】	７月21日（日）まで
【開館時間】	 10時～17時
【入館料】	大人600円  小中学生400円
※入館時に「広報見たよ」で無料。
問黒壁美術館（☎６２－６３６４）

催し・行事

♦湖辺のランチコンサート
大正琴の新たな表現を求めて活動する
B.O.ジャパンの演奏で楽しい夏のひと
ときをお過ごしください。
【と　き】	７月21日（日）12時開場
【ところ】	レストランノースポール
	 （平方町）
【入場料】	 4,500円（食事付）
問琴・四季の会　藤川
　（☎０９０－６０７０－０６４０）

♦木製ランプシェード製作体験会
ヒノキを使ったオリジナルのランプ
シェードを作ってみませんか。

【と　き】	①７月21日（日）
	 ②９月15日（日）
	 ③11月17日（日）
	 13時～16時（①～③共通）
【ところ】	きのもとまちの駅
	 （旧木ノ本駅舎）
【定　員】	各回10人（先着順）
【受講料】	 5,000円（材料費込み）
問長浜北商工会（☎８２－５０５１）

♦能役者が語る「能　言葉の世界」
現役能楽師がわかりやすく、おもしろ
く能の魅力を紹介します。
【と　き】	７月21日（日）14時～
【ところ】	今重屋敷能舞館（元浜町）
【講　師】	観世流　青木道喜氏、古橋

正邦氏、橋本忠樹氏
【入場料】	 500円
問今重屋敷能舞館（☎５０－１２７２）

♦レイカディア大学米原校大学祭
園芸や北近江文化など各学科で学ぶ熟
年学生（60歳以上）の学習成果発表と、
卒業生の地域活動の展示・発表です。
花苗、竹細工等のプレゼントや苔玉つ
くり、体力測定等の体験も無料ででき
ます。（無料）
【と　き】	７月23日（火）～25日（木）
	 10時～15時
	 （23日のみ13時～）
【ところ】	県立文化産業交流会館
	 （米原市下多良）
問レイカディア大学米原校事務局
　（☎５２－５１１０）

♦夕涼み横丁
盆踊りコンテストや縁日コーナー、ウ
チワ大抽選会で夏の夕べを楽しもう。
【と　き】	７月27日（土）
【ところ】	木之本観光駐車場
	 （木之本町木之本）
問長浜北商工会　青年部
　（☎８２－５０５１）

♦水とロマンの祭典
夏のグルメや「びわ湖に感謝！」大声

コンテスト、真夏のステージ、ちびっ
こ魚つかみ、模擬店、フリーマーケッ
ト等をお楽しみください。
【と　き】	７月28日（日）９時～14時
【ところ】	尾上漁港一帯（湖北町尾上)
問こほく地域フェスティバル委員会
　事務局（☎８２－５９００）

♦リンコ・マンスリーマルシェ
リサイクル・リユース品（衣類や雑貨
など）、手作り品、お菓子などを販売
するお店が約25店並びます。出店者も
随時募集中。

「うちわに絵を描こう」、「自然木でカ
ブトムシをつくろう」も同時開催！
【と　き】	７月28日（日）
	 10時～15時　※雨天中止
【ところ】	勤労者福祉会館臨湖（港町）
問勤労者福祉会館臨湖
　（☎６５－２１２０）

♦ダンスにチャレンジ！
①カッコいい系ダンス
【と　き】	７月30日（火）
	 10時30分～11時30分
【講　師】	 CHIHARU先生
	 （Studio RISE代表）
②かわいい系コミカルダンス
【と　き】	８月６日（火）
	 10時30分～11時30分
【講　師】	藤本朋子先生（AFAA認定

インストラクター）
①②共通
【ところ】	サンサンランド（地福寺町）
【対　象】	４歳児クラス～小学６年生
【定　員】	各回25人（先着順）
【持ち物】	うわぐつ、汗ふきタオル、

水分補給できるもの、動き
やすい服装

【参加費】	１人100円（当日集金）
【申込み】	７月16日（火）から電話また

は下記まで直接
問 申サンサンランド（☎６２－３７１２）

不用品交換情報（７月１日現在）
♦ください（無料）
○折り畳み式卓球台○コスメボック
ス（ミラー付）○座椅子○もちつき
機○ベビーカー○チャイルドシート
○電動丸型のこぎり○電動自転車○
臼と杵○藁切り機○白扇○子ども用
袴○おもちゃの刀○刀に関する物品
（飾り台等）○ロフトベッド○自転車
（子ども用・大人用）○手押し式耕運
機○クーラー○テレビボード○電気
あんか○小型テーブル○コーヒー
メーカー○小さい鍋○足踏みミシン
○子ども乗せ用自転車（前後カゴ付
タイプ）○パソコン○地デジ対応テ
レビ○電子レンジ○初心者・高齢者
向け携帯電話○一輪車○食器棚○
ウィンドウクーラー○小型全自動洗
濯機
♦ゆずってください（有料）
○折り畳み式卓球台○もちつき機○
手押し式耕運機○葉刈り用三脚○自
転車（大人用）○地デジ対応テレビ
○文化琴
♦あげます（無料）
○入浴用キャリー○耐火用金庫○電
気ポット○介護用ベッド○スチール
製ロッカー○電子オルガン○エレク
トーン○机○ベビーベッド○電気ス
トーブ○学習机○水屋○都市ガス用
ガスレンジ
♦ゆずります（有料）
○ベッド用補助テーブル○電気炊飯
器（３合）○ポリタンク（60L）○ウィ
ンドウクーラー○ベビーダンス○カ
ラー BOX○ギター○軟式野球ボール
○サウンドメリー
※現物は保管していません。
問環境保全課（☎６５−６５１３）

お知らせ

HP http://www.ohmi.lawyers-office.jp

有料広告欄
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「広報ながはま」は、各自治会を通じてお届けすることを原則としていますが、市民交流セ
ンターや図書館、公民館など市の公共施設にも設置しています。市のホームページでもご覧
いただけます。点字広報、声の広報を作成していますので、ご希望の人は市民広報室まで。
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ながはま 見聞録 Nagahama Hotnews
このコーナーは、長浜の見どころや市民の皆さんの活動の様子、まちで見かけたほっとな話題を紹介します。あなたが知って
いる旬の話題などがあれば、市民広報室（☎65−6504）までお知らせください。
市公式Facebookページではさらに詳しくみることができます。
https://www.facebook.com/nagahama.hotnews 「長浜　ほっとにゅーす」 検索

６月18日（火）
日本最大級のビオトープで環境学習
　早崎町にある「早崎内湖ビオトープ」で、びわ北小学校４年生が
今年も観察会を行いました。
　早崎内湖は昭和39年に干拓田となりましたが、米の生産過剰など
で、元の内湖に戻そうという計画が持ち上がり、平成13年からビオ
トープとして水棲生物の復元調査を行っています。
　この日は児童たちが、地引き網やペットボトルの生物捕獲器を使っ
て、様々な水生生物を採取し、名前や生態の学習をしていました。

６月22日（土）・23日（日）
とんてんかんin鍛冶屋
　古くから野鍛冶で栄えた「鍛冶屋町」。その伝統を復活させ、ま
ちづくりにつなげようと、市の文化財に指定されている鍛冶小屋で
野鍛冶の作業が行われています。
　今回のイベントは、その活動をさらに発展させ、地域内外に発信
していこうと、町内をあげて開催されました。
　当日は、鍛冶体験やペーパーナイフづくり、町内作家による展示会、
田舎料理バイキングなどが行われ、多くの来場者でにぎわいました。

６月23日（日）
からだを使ってコミュニケーション！ 
　お父さんと子どもがふれあう時間を増やしてもらおうと開催され
た「親子体操」に、市内から20組の親子が集まりました。
　講師が紹介するプログラムには、お父さんの股の下をくぐったり、
伸ばした足の上に乗り、「飛行機」をするなど、様々な体操があり、
参加した親子はスキンシップをとりながら、身体を動かしました。
　「上手にできたね」とお父さんが声をかけると、子ども達の笑顔
がはじけました。

６月29日（土）
湖北の成長プロジェクト
～次世代エネルギーフォーラム～
　長浜青年会議所と市が共催したこのフォーラム。市内を中心に、
幅広い年代の150人が参加しました。
　まず、エネルギーの地産地消がもたらす効果についての講演を聞
いたあと、参加者たちは10のグループに分かれ、エネルギーと湖北
の未来について議論しました。
　それぞれのグループからは、湖北の自然や住民の気質がうまく結
びつくエネルギーの活用方法について、たくさんの意見や提案があ
り、大変有意義な討議会となりました。
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